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１．活動が必要とされた状況 

ハチドリくらぶでは、今までダンボールコンポストに取組んできた。これは、生ごみが

分解発酵して堆肥ができるので生ごみの減量に有効だが、できた堆肥の利用は、その人に

任せるという形のため十分な活用が不明であるという課題があった。同団体では、遊休農

地を利用して、共同して野菜づくりに取り組んだ。ここでも、参加者が少ないほか、土地

自体の利用制約があり、農地として農産物の収穫に結び付かなかった。そのため、個人で

「コンテナ」で野菜づくりを行うこととした。 

 

２．活動の内容（実施時期、参加人数、活動内容など） 

2024 年 12 月 1 日（日）吉岡公民館にて「コンテナ 

ガーデン講習会」を開催し、参加人数は 15 名だった。 

(1) ダンボールコンポスト講習会 

代表の嶋田からダンボ－ルコンポストの作り方と活 

用について講義なされた。 

(2) コンテンガーデンによる野菜作り 

とうみや農園代表の東宮礼佳氏から、コンテによる野 

菜づくりについて講義がされた。30cm×45cm の木製コン 

テナにあらかじめ配合した用土を入れ、レタスやエンド  

ウ豆など好きな苗を各自植え付けた。 

(3) 食事と交流会 

主催者手作りのすいとんを参加者全員で味わった。 

その後、2 つのコーラスグループの演奏を楽しんだ。 

これらにより参加者同士の交流ができた。 

 

３．活動の成果 

 ダンボールコンポストについて一方的に知識を伝達するのではなく、できた堆肥を使っ

て野菜を植え、食事を共にし、音楽を鑑賞するなど、生活

をエンジョイする形式を提案した。 

さらに、参加者にその後のコンテナガーデンの生育状況

を報告してもらい活動のフォローを行った。参加者数名か

ら手紙と写真付きのお便りが寄せられた。 

 

４．今後に残された課題 

今後、コンテナガーデンを普及していくためには、コン

テナ代約 500 円と市販の土や苗代など合計で一人当り

1,000 円位のコストがかかってしまう。土や苗をできるだけ自前にすることでコストを圧

縮したいと思う。 

また、普及させていくために、「パワーポイント」や「動画」なども取り入れて行きたい。 
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